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令
和
七
年
十
一
月
六
日
（
木
） 

 
 

 
吟
行
、
嘱
目
。 

 

今
月
は
、
新
宿
御
苑
で
吟
行
。
句
会
を
、
御
苑
近
く
の
隨

園
別
館
で
開
催
。
投
句
八
名
。
出
席
七
名
。(

欠
席
は
晃

也
さ
ん
、
良
知
さ
ん
、
金
魚
姫
さ
ん
） 

 

宮
原 

凪 

蔦
紅
葉
水
に
映
し
て
揺
れ
に
け
り 

街
路
樹
の
散
り
急
ぐ
か
に
秋
の
風 

街
騒
（
ま
ち
ざ
い
）
や
御
苑
に
入
れ
ば
秋
の
風 

 

中
村 

晃
也 

菊
花
展
皇
室
ゆ
か
り
の
伝
統
美 

小
春
日
や
水
輪
重
ね
し
夫
婦
鴨 

手
を
繋
ぐ
園
児
の
列
や
金
木
犀 

 

松
田 

一
文
字 

彩
り
の
苑
に
少
な
し
冬
隣 

ふ
う
は
り
と
浮
か
ぶ
紅
葉
の
近
づ
き
来 

池
沿
ひ
を
ブ
ル
カ
の
少
女
落
葉
踏
み 

 

新
田 

ゆ
ふ
き 

芝
園
の
黄
菊
白
菊
円
き
丘 

秋
薄
日
木
ノ
実
を
つ
つ
く
大
鴉 

秋
草
を
分
け
て
踏
み
入
る
小
道
か
な 

大
津 

そ
う
か
い 

秋
の
暮
池
面
へ
あ
ぶ
く
次
次
と 

偲
ば
る
る
陰
の
歳
月
菊
花
展 

踏
ま
れ
た
る
銀
杏
数
多
無
惨
な
り 

 

安
藤 

晃
二 

秋
日
射
し
池
面
に
浮
か
ぶ
御
涼
亭 

秋
深
む
松
の
か
し
ず
く
代
々
木
の
塔 

寝
転
ん
で
桜
紅
葉
の
芝
生
か
な 

 

長
尾 

進
一
郎 

秋
深
み
御
苑
の
森
の
静
か
な
り 

秋
深
み
こ
ず
え
赤
や
黄
褪
せ
に
け
り 

散
り
初
め
て
増
せ
る
明
る
さ
秋
の
森 

 
西
川 
知
世 

識
別
番
号
古
り
し
老
樹
の
瘤
の
冷
え 

江
戸
菊
の
名
前
連
ね
て
菊
花
展 

開
き
そ
む
茶
の
木
に
小
さ
き
羽
音
か
な 

 

次
回
は
令
和
七
年
十
二
月
四
日
（
木
）
。
兼
題
は
「
小
春

日
」
（
宮
原
凪
さ
ん
出
題
）
、
席
題
は
、
西
川
知
世
さ
ん

出
題
の
「
焼
」
で
す
。 

 

追
記 


